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今から50年以上も常行,私 の大学生時代のことであるが,

先生の中には,細 かい図面を黒板に書かれ,そ れを学生は

黙々として,時 には30分位の長時間, ノー トに写したこと

があった。プリントにして学生に配ることがなかった訳で

はないが,こ のようなことが,あ まり問題にならなかった

時代であった。わが回の

産業もまた今日の隆盛か

ら見ると,極 めて規模の

小さい頃のことである。

大学の数 も少 な かった

し, また学生数も極めて

大 学 教 育 の場

学 長 山

講義の範囲を拡大するために授業時数を増すのではなく,

演習,質 疑等を加味する方法等を採用することによって,

学生の理解を深めるためにそれらの時間を使う意 味 で あ

る。重要な学科目ならば重点的にこのような措置をとると

同時に,授 業科目教を減少する方向で工夫されてよいので

はなレ`ヽか。形式的に,単

位制度といえば,授 業時

数が少なすぎて,十 分な

教育ができないという論
田 良 之 助 が世上一部にあるが,そ

れは余りにも工夫がなさ

すぎる論ではあるまいか。

過去 2年来,各 方面では大学改革についていろいろの提

案があり,議 論が行なわれている。中央教育審議会その他

いくつかの団体でも各種の意見が出されていて,今 後,更

に議論が活発になることであろうし,ま た,改 変も行なわ

れるであろう。しかし,そ れらの提案の多くは,大 学の種

別,機 構,管 理等に重″点が置かれている。これは,そ れな

りに必要があり,意 味のあることであるとするならば,そ

の意味では価値ある提案と見られよう。しかし, ここに忘

れてならないことは,教 師,い や広くいえば,大 学全体を

あげての教育に対する熱意と,学 生の強い勉学′いとがなけ

れば,教 育の効果はあがらないということである。本学で

は幸にして, これらが年とともにたかまって来ていると見

られる。しかし,多 数の学生の中には,勉 学意欲に欠ける

ものがあり,教 養課程,専 門課樫何れにも不十分な成績の

ものがあることは追憾である。本学のような工学系の大学

では,卒 業後の航職は極めて容易である。過去においてそ

うであったように,今 後もこの状態は続くものと見られて

いる。従って勉学を目的として大学に入学したものが,就

職のみが目的であるかのようなFBL覚をおこし,勉 学が不十

分になることがある。本学の学生諸君は既によく承知して

いるところであるが,本 学では長い間の研究の結果,上 記

の単位制度のうち,授 業時数にも改革を加えているし,ま

た,あ る種の学年制度を加味して, これを2年前から実行

に移している。学生諸君は,大 学の意のあるところをよく

理解されて,勉 学に励まれたいと希望を述べておく。

少ないものであった。現に私共のクラスも20人位であった。

今日では,周 知のように,大 学生の数も多くなったし,

また,大 学の数も, これに伴って多くなっている。同じ年

輩の青年の約20%が 大学生という時代になったのである。

大衆化した大学といわれる時代になった訳であるが, これ

らの多数の大学卒業生が,そ れぞれ社会に出て,生 活し,

社会に貢献しているのである。大学教育も,教 科書や,参

考書が活用され,ま た,い ろいろの教育工学的方法を活用

して,教 育の効率をあげるようになってきている。

今更新制大学という表現はどうかと思われるが,今 日の

大学の特長は,一般教育と単位制度であるといわれている。

私が, しばしばいうように,一 般教育というのは,学 生は

それらの科目を聴講して及第″点をとって,単 位をとるだけ

が一般教育の目的ではなく,学 生はそれぞれの科目を修得

したことにより,知 識と教養をわがものとし,生 活に潤い

をもたらし,社 会における万般の事象に対して,正 しい半J

断を行ない得る素養を作ることを目的としている。単位の

取得といっても,単 に試験に合格するという形式的のもの

であってはならない。単位制度もすでに20年以上の経験を

経て今日に至っているが, まだまだ,多 くの問題を包蔵し

ている。例えば, 1時 間の講義に対して2時間の学生の自

学, 自習を課するのが標準とされているが, これはいうべ

くして,な かなか実行し難い。それならば,学 生の自学,

自習を教師の側で指導しながら行なわしめるよう,例 えば

2時間の自学,自習に対応する授業時数を151寺間とか,2

時間とかとする工夫があってもよいのではないか。これは
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残った「すずかけの木」達

電子通信工学科 教 授 日  中  界 こ 義

1サ館の玄聞前に,大 きな 「すずかけの本」が,天 空に

向って思い切 り枝を仲ばしている。梢は10メー トルを遥か

に越しているだろうか,夏 には大きな葉をつけて緑蔭をつ

くり,晩 秋,落 実の後には,枝 一杯の鈴なりの球果が下佼

時の夕空に幻想的なシルエットをかかげる。

「すずかけの木」は,街 路樹によく使われ,「 プラタナ

ス」という呼び名の方が翔‖染み深いかもしれない。東欧,

西アジアの原産で,20世 紀初頭の渡来といわれている帰化

イと物である。

仲間は,校 庭のあらこらにかなり植えられている。この

玄関前のものも,一 見tまかの仲間と同様になんの変哲もな

いように見えるが,赤 レンガのツリーサークルに守られた

根本を注意して見ると,少 々変った育ち方をしていること

に気付くであろう。

というのは,根 本で二股に分かれているように見 える

が, じつは,一 本の幹から分かれているものではなく,別

個の二本が, ごく接近して植えつけられていると見るべき

であろう。 「なぜ, このようなおかしな植え方をしたのだ

ろうか。」私は,つ ぎのようないきさつを記憶している。

はじめて, この連中にお目にかかったのは,専 門学校時

代の母校に本職した翌年,す なわら,昭 和21年のことであ

った。終戦後食糧事情のjJK度に悪い時で,部 内では,庭 先

はもらろんのこと,空 襲の焼跡や,路 端など】空地らしい

延にはどこでも,家 庭索園と称する小さな畠が見られたも

のである。

当日寺,学 校には岩崎さんという小使さん老夫婦が住みこ

んでおられて, ご多分に漏れず家庭菜園をやっておられた

ようで, この本のあたりは碗豆の畠になっていた。醜豆つ

栽培には,蔓 を巻きつかせるために 「手」が必要である.

小使さんは,す でに校庭に幾本かあった「すずかけの木」の

者枝に目をつけたのであろう。手頃なものを切 り集めて,

うねに突きまし,班 豆のために 「手」を作ってやった。

だから,か なりの数の枝が,比 較的せまい間隔で挿し木

されたことになった。す市し木の時期は11月頃がよいといわ

れているが, もともと小使さんには挿し本をしょうといラ

考えなどなかった者だから,時 期が適切であったとは思わ

れないけれども,水 分の多いあの地床の条件が良かったの

だろうか,私 の気付いた出寺には,助 豆 は殆 んどなかった

が,鉛 筆ほどの太さの貧55な幹に,分 不相応に新しい美を

つけた古木が敷本,枯 れた用済の 「手」を尻目に生命力つ

強さを誇示していた。

敗戦直後の混沌たる情勢下で人生の方向転換を決行した

ばかりの私にとって, この姿は強烈に心打つもの が あ っ

た。おばあさんにねだって,一 本わけてもらい,自 宅の庭

に移植したが,見 事に定着し,年 々繁茂して,枝 の整理に
一苫労するようになった。

やがて,生 みの親の小使さん達は学校を去 り, キャンパ

スも少しづつ様子が変 り始めた。幾本かの仲間達は,別 な

場所にでも移植されたものか,い つの問にか姿を消してい

ったが, どうしたものかこの二本仕立ての木達だけは取残

されたような形で居座 り, ぐんぐ人″成長し続けていた。

数年前, 1号館の建築工事が始ることになったとき,私

は親愛なる 「すずかけの木」達の去就に特に関′いがあり,

内″いはらはらしながら見守っていたのである。幸運にも,

工事の邪魔にならない場所にあったせいか,は たまた工事

関係者の配慮によるものか〕足場が取払われて気づいてみ

ろと,伐 られることも移されることもなく)涼 しい顔をし

て残っていたのである。

さらに,玄 関前の鋪装が始ったので,今 度はいよいよ処

分されるのではあるまいかと,とヽ配していたところ,す っか

り仕上ったコンクリー ト鋪装の端に, ツリーサークルまで

取付けてもらって,あ たかも, 自分達はここの主であると

でも戸手わんばかりの姿で,落 着きはらっているでは な い

力ち

「やあ】よかったなあ」と思わず日走ってしまった。

おもえば, この 「すずかけの木J達 は,二 十有余年の問

移 り行く学国の情景をじっと兄守 り続けて来た もので あ

る。本達が物″とヽついた頃,は じめてここに集った一群の学

生達rま,小 使室のラジオで,東 京裁判の法廷実況中継にじ

っと聞き入っていた。繰 り返えされる 「何某……detlth by

l■anscing……」のアナウンスに, 居並ぶ学生達の表情は複

雑であった.大 学になってまもなくの貧乏時代, 1学級10

名にも満たない学生達が,す ぐ前にあった粗末な木造の化

学実験室や物理りこ験主に婚々として出入 りしていたこと,

敦職員がなれない手つきで抜舎の修繕をしていた様子も覚

えていることであろう。

吉節幾星霜,今 や不動の地歩を占めたその足もとでは,

職員の昼休みのまどいが展開され, ときにはヘルメット姿

が駆け抜けた。卒業式の日には,背 広姿の学生達が, この

水をほぼ中心に集 り,祝 賀の野外パーティに杯をあげ,記

念写真の背景に取 り入れられていることも多い。入学式の

日には,盛 装の父兄が,学 生と日標にでも打合わせたので

あろうか,人 待ち壊に侍んでいることもある。幼い頃に見

たあの一群の学生達とどのように比較していることだろう

か。小使さん老夫婦に代って, 今では守衛さん達が嗣‖みに

なって日夜お|!合いをしてくれるし,身 の廻 りは用務員さ

ん達が親切に画作」を札てくれている。

強風に襲われれば,た しい茉を惜しげもなく落して抵抗

をさけ,成 長するにつれて着衣が窮屈になれば,薄 いコル

ク質の外皮を部分的に脱

ぎすてて,独 得の模様を

残しながら衣替えをし,

来たるべき春に備えては

預丈な冬の芽をつける。

そして,根 はあのコンク

リー ト鋪業の下でも充分

に張っていることであろ

う。この生きる知恵と力

の実証に私はただ敬服す

る次第である。

「すずかけの木J達 よ,

長寿健闘を祈念してやま

ない。
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昭和47年度 大 学院工学研究科学生募集要項

募 集 人 員 口.博 士 課 程

イ.修  士  課  程                       (1)大 学院修士課程を修了した者 (昭和47年3月修

機 械  工  学  専  攻     8 名            了
見込者も含む)

生 産 機 械 工 学 専 攻    4名          (功 外国においてこれと同等以上の課程を終了した

電 気 工 学 専 攻   1 0名      者

建 築 学 専 攻 10 名       願 書受付および期間

口.博 士 課 程 受付期間  昭 和46年 9月 1日 (水)か ら9月 18日 (土)

機 械  工  学  専  攻 4 名              ま
ウ
G

生 産 機 械 工 学 専 攻 2 名         受 付時間  ∠

電 気 工 学 専 攻 4 名             ぉ 雷

前 9時から午後4時 まで (土曜日の午後

建  築  学  専  攻                       真

び日曜日,祝 日を除く)
4 名         受 付場所  本 学大学院入学試験係

出 願  資  格 学力考査の日時

イ.修 士 課 程

(1)大 学を卒業した者 (昭和47年            昭

和46年 9月23日 (木)・ 25日 (上)

含む)           3月

卒業見込者も
   合  格  発  表

修)外 国において学校教育における16年の課程を終    昭
和46年10月2日 (土)

了した者 入学手続締切日

ほ)文 部大臣の指定した者 昭和46年10月16日 (上)

昭和47年度 工 学部入学試験要項

募集学科および募集人員   機  械  工  学  科   260名      建  築  学  科   100名

電 気 工 学 科  1 4 0名   土 木 工 学 科  1 0 0名

電 子 通 信 工 学 科  1 0 0名    経 営 工 学 科  1 6 0名

試    験     日    昭 和47年3月 6日一→機械工学科 ・電子通信工学科 ・土木工学科

昭和47年3月 7日――電気工学科 ・建築学科 ・経営工学科

(併願受験はさしつかえない)

試  験   科   目    数    学 …………数学 I,数 学IB,数 学Ilt

理   科 ……… …物理B,化 学Bか ら1科 目選択

外 国  語 …………英語B

試   験   場   東  京 ・札  幌 。大  阪 ・福  岡

(東京 ・地方共同時に行なう)

願 書  受  付  期  間    受 付開始…………昭和47年1月25日

受付締切…………地方試験場受験者  昭 和47年2月29日

東京試験場受験者 1岳暑;暑:号::二:皆轡:昌魯!暑]暑暑
工学科

合  格  発   表    3月 11日 午 後 3時

入 学 手 続 締 切 日   3月 21日 午 後5時


